
城下町やつしろ和のまち並み空間整備事業支援金の概要 

 

【趣旨】 

◆景観づくりを通じて、大型クルーズ船等におけるインバウンド客や国内旅行者

が立ち寄る日奈久温泉街地域及び中心商店街地域において、魅力ある店舗等を増

やし、個々の魅力を向上させることで、街全体の賑わいを創出し、お越しになる

お客様に対しておもてなしの街全体の売上げの向上及び地域経済の活性化につ

なげることを目的としています。 

 

【支援対象事業】 

◆店舗等の魅力向上事業（道路に面した店舗等の玄関口付近の装飾、壁や塀及び

看板を和の雰囲気への変更を行うもの並び景観に配慮する物品などの新設をい

う。） 

【支援対象事業者】 

◆店舗等において事業を行う者又は店舗等の居住者若しくは所有者であること。 

◆別に定める日奈久温泉街景観まちづくり方針に同意し、修景整備を実施する者。 

◆平成２９年度においては、日奈久温泉街地域のみを対象とする。 

 

【支援対象経費】 

◆一般建築物の外観の改修の経費 

◆建築設備、屋外広告物等の撤去、改善の経費 

◆塀、柵、生け垣、植栽等の外構の整備、改善の経費 

◆その他景観の改善に貢献すると特に代表理事が認めたものの経費 

 

【支援金の額】 

◆支援対象経費の４分の３以内。ただし、予算の範囲内。 

 

【支援限度額】 

支援対象経費 支援限度額 

一般建築物の外観改修 １００万円 

建築設備、屋外広告物等の撤去、改善等 ５０万円 

塀、柵、生け垣、植栽等の外構の整備、改善等 ５０万円 

その他景観の改善に貢献すると特に代表理事が認めたもの １００万円 

 

 



【申請の流れ】 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

【第２回ワークショップ会議時の意見（キーワード）】 

コンセプト 建物 道路 ｽﾄﾘｰﾄﾌｧﾆﾁｬｰ 緑化・美化 サイン 

・レトロ 

・清潔感 

・歴史を感じる 

・なまこ壁 

・空家の景観改善 

・和風な色合い 

・竹による修景 

・格子の使用 

・外灯 

・石畳 

・くねくね道 

・灯篭（石・竹） 

・提灯 

・ベンチ（木・竹） 

・格子の使用 

・のれん統一 

・六郎親子像 

 

・観賞用竹の植栽 

・プランター設置 

 

 

・案内板の見直し 

・通りの名称看板設置 

・店舗看板の統一 

・山頭火句板活用 

・外灯案内板統一 

観光 空間 歴史 眺め 維持管理 その他 

・フォトスポットの

設定 

・空地の活用（野草

園、休憩所） 

・官軍上陸の地、織屋、

八百万の神様、神社仏閣 

・温泉神社からの眺め ・地元で適正管理 
― 

※アドバイザーのコメント 

 ◆「まずはきれいにする。そうすれば、本物が見えてくる。」（古いものをなくすという意味でなく、汚いものを除去するという意味。） 

◆「清潔感」 ◆「和風」 

①

グループ事業計画認定
申請

•通り毎にグループ設定が
好ましい。

•【様式第１号】

②

認定グループ事業者の
支援金交付申請

•グループを構成する事業
者等が個別に申請します。

•【様式第３号】

③

事業実績報告

•事業が完了したら実績報
告を提出。

•【様式第５号】

④

支援金請求

・概算払の請求も可能

・【様式第７号】

※概算払の場合

・【様式第８号・９号】


